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おごおり市議会だより

　

２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都

市
が
東
京
に
決
ま
っ
た
。
東
京
で

の
開
催
は
56
年
ぶ
り
２
度
目
と
な

る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
Ｊ
・
ロ
グ
会
長
の

「
東
京
」
で
日
本
中
が
歓
喜
に
沸

い
た
。
「
心
を
一
つ
に
」
練
習
を

重
ね
た
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
人
の
清
潔
で
美
し

い
姿
・
自
信
に
溢
れ
た
ス
ピ
ー
チ

で
私
た
ち
に
驚
き
と
感
動
を
与

え
、
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
さ
ん
に
よ

る
「
お
も
て
な
し
」
は
世
界
の
注

目
を
集
め
た
。
東
京
五
輪
で
は

８
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

と
見
込
ん
で
い
る
東
京
都
は
「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
学
ん
で
も
ら

う
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
す

で
に
７
年
後
に
向
け
た
人
材
育
成

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
７
年
後
の

東
京
五
輪
で
小
郡
市
が
目
指
す
も

の
は
何
か
、
し
っ
か
り
と
準
備

し
、
東
京
五
輪
本
番
を
迎
え
た

い
。　
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や
）
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12 月定例会の会期日程（予定）

12/  2（月） 本会議（議案上程）

12/  4（水） 本会議（質疑）

12/  5（木） 総務文教常任委員会

12/  6（金） 保健福祉常任委員会

12/  9（月） 都市経済常任委員会

12/16（月） 本会議（一般質問）

12/17（火） 本会議（一般質問）

12/18（水） 本会議（一般質問予備日）

12/20（金） 本会議（委員長報告と質
疑・討論・採決）
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議員名

議案第53号
（修正案）※

賛否が分かれた案件（案件名については11ページの審議結果表をご参照ください。）
※議案第53号の修正案に関する内容は４ページに掲載しております。
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採　
　
択

「
少
人
数
学
級
推
進
」、「
義
務
教

育
国
庫
負
担
制
度
拡
充
」
に
係
る

請
願
書

請
願
者
―
福
岡
県
教
職
員
組
合
浮

羽
三
井
支
部

支
部
長　

福　

田　

雅　

彦

地
方
税
財
源
の

　
　
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係

費
な
ど
の
財
政
需
要
の
増
加
や
地

方
税
収
の
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
基
礎
自
治
体
で

あ
る
市
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま

ち
づ
く
り
を
安
定
的
に
行
う
た
め

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
政
府

に
対
し
て
求
め
る
も
の
。

教
育
予
算
の
確
保
と

　
　
　
　
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ

で
で
も
、
等
し
く
良
質
な
教
育

を
受
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
少
人
数
学
級

を
推
進
し
、
当
面
、
小
学
校
２
年

生
以
上
の
35
人
以
下
学
級
を
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
、
教
育
の
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め

に
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
と
と
も
に
国
庫
負
担
率
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を
政
府

に
対
し
て
求
め
る
も
の
。
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●議長（吉塚邦之）は表決に参加しません。




